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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和1年9月26日(2019.9.26)

【公表番号】特表2018-523480(P2018-523480A)
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月16日(2019.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１、配列番号２及び配列番号６のうちの１つのアミノ酸配列を有する長さ７３
アミノ酸未満のペプチドをコードするヌクレオチド配列を含み、対象とするヌクレオチド
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コード配列に対してインフレームで操作可能に連結されている、キメラ核酸分子。
【請求項２】
　前記対象とするヌクレオチドコード配列は、ｄｓｍ－２コード配列、ｄｇｔ－２８コー
ド配列、Ｂｔトキシン遺伝子コード配列、ｙｆｐコード配列又はｇｆｐコード配列である
、請求項１記載のキメラ核酸分子。
【請求項３】
　前記ペプチドをコードする前記ヌクレオチド配列が、配列番号９、配列番号１０及び配
列番号１４のうちの１つである、請求項１記載のキメラ核酸分子。
【請求項４】
　前記ヌクレオチド配列が、１つ又は複数の調節配列と作動可能に連結されている、請求
項１記載のキメラ核酸分子。
【請求項５】
　請求項１記載の核酸分子によってコードされたポリペプチド。
【請求項６】
　前記対象とするヌクレオチドコード配列が生物活性ペプチドをコードするものであり、
前記生物活性ペプチドが除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、病原性微生物抵抗性、昆虫抵抗
性、線虫抵抗性、カビ抵抗性、草勢、植物収穫量、温度耐性、土壌状態耐性、低光量耐性
、低水量耐性、高水量耐性、化学的環境耐性、種子色、デンプン変性、アミノ酸合成、光
合成、脂肪酸合成、油脂合成、カロテノイド合成、テルペノイド合成、デンプン合成、及
び除草剤抵抗性からなる群から選択されるプロセスに関与する、請求項５記載のポリペプ
チド。
【請求項７】
　前記生物活性ペプチドは、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、変異型ＡＬＳ、Ａ
ＬＳ前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）、Ｄ
ＧＴ－２８　ＥＰＳＰＳ、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳ、クラスＩＶ　ＥＰＳＰＳ及びクラスＩＩ
Ｉ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択される、請求項６記載のポリペプチド。
【請求項８】
　請求項４に記載の核酸分子を含有する植物発現ベクター。
【請求項９】
　トランスジェニック植物材料を作製する方法であって、
　　請求項１のキメラ核酸分子を得ることと、
　　再生して植物を生成することができない植物細胞である植物材料を、前記核酸分子で
形質転換することと
を含む、方法。
【請求項１０】
　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結された、配
列番号９、配列番号１０又は配列番号１４のヌクレオチド配列を含む核酸分子を含むトラ
ンスジェニック植物種子の使用であって、昆虫抵抗性植物又は除草剤抵抗性植物の圃場を
配置することを特徴とする、使用。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　表２　ある範囲の出芽後散布グリホサート量に応答する、ｄｇｔ－２８で形質転換した
Ｔ１アラビドプシス（Arabidopsis）の非形質転換対照との比較。視認できる損傷のパー
センテージ（％）を、グリホサート散布後１４日間記録した。
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【表２】

　本出願に係る発明の例として以下のものが挙げられる。
[１]　長さ７３アミノ酸未満のペプチドをコードするヌクレオチド配列であって、配列番
号１、配列番号２及び配列番号６のうちの１つと少なくとも８０％同一である前記ペプチ
ドをコードするヌクレオチド配列を含み、対象とするヌクレオチドコード配列に対してイ
ンフレームで操作可能に連結されている、キメラ核酸分子。
[２]　前記ペプチドが配列番号１と少なくとも９５％同一である、[１]記載のキメラ核酸
分子。
[３]　前記ペプチドが配列番号２と少なくとも９５％同一である、[１]記載のキメラ核酸
分子。
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[４]　前記ペプチドが、配列番号６と少なくとも９５％同一である、[１]記載のキメラ核
酸分子。
[５]　前記ペプチドが、配列番号１である、[１]記載のキメラ核酸分子。
[６]　前記ペプチドが、配列番号２である、[１]記載のキメラ核酸分子。
[７]　前記ペプチドが、配列番号６である、[１]記載のキメラ核酸分子。
[８]　前記対象とするヌクレオチドコード配列は、ｄｓｍ－２コード配列、ｄｇｔ－２８
コード配列、Ｂｔトキシン遺伝子コード配列、ｙｆｐコード配列又はｇｆｐコード配列で
ある、[１]記載のキメラ核酸分子。
[９]　前記ペプチドをコードする前記ヌクレオチド配列が、配列番号９、配列番号１０及
び配列番号１４のうちの１つに、特異的にハイブリダイズ可能である、[１]記載のキメラ
核酸分子。
[１０]　前記ヌクレオチド配列が、１つ又は複数の調節配列と作動可能に連結されている
、[１]記載のキメラ核酸分子。
[１１]　[１]記載の核酸分子によってコードされたポリペプチド。
[１２]　色素体含有細胞中の色素体に対して標的化された、[１１]記載のポリペプチド。
[１３]　前記色素体に対して標的化されたときに除去される葉緑体輸送ペプチドを含む、
[１２]記載のポリペプチド。
[１４]　前記葉緑体輸送ペプチドが除去されたときに残る葉緑体標的化ペプチドを含むも
のであって、前記葉緑体標的化ペプチドは、前記対象とするヌクレオチドコード配列によ
ってコードされる、[１３]記載のポリペプチド。
[１５]　前記対象とするヌクレオチドコード配列が生物活性ペプチドをコードする、[１
１]記載のポリペプチド。
[１６]　前記対象とするヌクレオチドコード配列が蛍光ペプチドをコードする、[１１]記
載のポリペプチド。
[１７]　前記生物活性ペプチドが酵素である、[１５]記載のポリペプチド。
[１８]　前記生物活性ペプチドは、該ペプチドが天然で発現されている細胞の色素体中で
正常に発現されている、[１５]記載のポリペプチド。
[１９]　前記生物活性ペプチドは、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、病原性微生物抵抗性
、昆虫抵抗性、線虫抵抗性、カビ抵抗性、草勢、植物収穫量、温度耐性、土壌状態耐性、
低光量耐性、低水量耐性、高水量耐性、化学的環境耐性、種子色、デンプン変性、アミノ
酸合成、光合成、脂肪酸合成、油脂合成、カロテノイド合成、テルペノイド合成、デンプ
ン合成、除草剤抵抗性からなる群から選択されるプロセスに関与する、[１５]記載のポリ
ペプチド。
[２０]　前記生物活性ペプチドは、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキシゲ
ナーゼ、フェロケラターゼ、ω３脂肪酸デサチュラーゼ、グルタミンシンセターゼ、プロ
ビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔトキシンタンパク質、及び対象とする形質を含む植物を特定
するのに有用なマーカーからなる群から選択される、[１５]記載のポリペプチド。
[２１]　前記生物活性ペプチドが除草剤抵抗性に関与している、[１９]記載のポリペプチ
ド。
[２２]　前記生物活性ペプチドは、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、変異型ＡＬ
Ｓ、ＡＬＳ前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ
）、ＤＧＴ－２８　ＥＰＳＰＳ、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳ、クラスＩＶ　ＥＰＳＰＳ及びクラ
スＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択される、[２１]記載のポリペプチド。
[２３]　前記生物活性ペプチドが昆虫抵抗性に関与している、[１９]記載のポリペプチド
。
[２４]　[１０]に記載の核酸分子を含有する植物発現ベクター。
[２５]　[１]に記載のキメラ核酸分子を含有する植物材料。
[２６]　前記植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の
一部及び植物全体からなる群から選択される、[２５]記載の植物材料。
[２７]　前記ペプチドを含むポリペプチドをさらに含む、[２６]記載の植物材料。
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[２８]　前記対象とするヌクレオチドコード配列は、前記植物材料の細胞中の色素体に対
して標的化された前記ポリペプチドの一部をコードしている、[２７]記載の植物材料。
[２９]　前記核酸分子が前記植物材料からの細胞のゲノムに安定的に組み込まれている、
[２５記載の植物材料。
[３０]　前記植物材料が植物全体である、[２５]記載の植物材料。
[３１]　前記植物材料は、アラビドプシス(Arabidopsis)、アルファルファ、アブラナ属(
Brassica)、豆類、ブロッコリー、キャベツ、ニンジン、カリフラワー、セロリ、ハクサ
イ、綿花、キュウリ、ナス、レタス、メロン、エンドウ、コショウ、ピーナッツ、ジャガ
イモ、カボチャ(pumpkin)、ダイコン、ナタネ、ホウレンソウ、ダイズ、カボチャ(squash
)、テンサイ、ヒマワリ、タバコ、トマト、スイカ、コーン、タマネギ、イネ、ソルガム
、小麦、ライ麦、キビ、サトウキビ、燕麦、ライ小麦、スイッチグラス及び芝草からなる
群から選択される植物由来のものである、[２５]記載の植物材料。
[３２]　トランスジェニック植物材料を作製する方法であって、
　　[１]のキメラ核酸分子を得ることと、
　　該核酸分子で植物材料を形質転換することとを含む、方法。
[３３]　前記植物材料が、植物細胞、植物組織、植物組織培養物、カルス培養物、植物の
一部および植物全体からなる群から選択される、[３２]記載の方法。
[３４]　前記植物材料が植物全体でない、[３３]記載の方法。
[３５]　[３２]記載の方法により作製される、トランスジェニック植物材料。
[３６]　[３４]記載の方法により作製される、トランスジェニック植物材料。
[３７]　[３６]記載の植物材料より再生される、トランスジェニック植物。
[３８]　[３５]記載の植物材料より作製される、トランスジェニック植物商品生産物。
[３９]　前記対象とするヌクレオチドコード配列が生物活性ペプチドをコードする、[３
５]記載のトランスジェニック植物材料。
[４０]　前記生物活性ペプチドは、除草剤抵抗性、ウイルス抵抗性、病原性微生物抵抗性
、昆虫抵抗性、線虫抵抗性、カビ抵抗性、草勢、植物収穫量、温度耐性、土壌状態耐性、
低光量耐性、低水量耐性、高水量耐性、化学的環境耐性、種子色、デンプン変性、アミノ
酸合成、光合成、脂肪酸合成、油脂合成、カロテノイド合成、テルペノイド合成、デンプ
ン合成、除草剤抵抗性からなる群から選択されるプロセスに関与する、[３９]記載のトラ
ンスジェニック植物材料。
[４１]　前記生物活性ペプチドは、ゼアキサンチンエポキシダーゼ、コリンモノオキシゲ
ナーゼ、フェロケラターゼ、ω３脂肪酸デサチュラーゼ、グルタミンシンセターゼ、プロ
ビタミンＡ、ホルモン、Ｂｔトキシンタンパク質及び対象とする形質を含む植物を特定す
るのに有用なマーカーからなる群から選択される、[３９]記載のトランスジェニック植物
材料。
[４２]　前記生物活性ペプチドが除草剤抵抗性に関与する、[４０]記載のトランスジェニ
ック植物材料。
[４３]　前記生物活性ペプチドは、アセトラクターゼシンターゼ（ＡＬＳ）、変異型ＡＬ
Ｓ、ＡＬＳ前駆体、３－エノールピルビルシキミ酸－５－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ
）、ＣＰ４　ＥＰＳＰＳ及びクラスＩＩＩ　ＥＰＳＰＳからなる群から選択される、[４
２]記載のトランスジェニック植物材料。
[４４]　前記植物材料は、同じ種の野生型植物材料と比較した場合に、高い除草剤抵抗性
又は除草剤耐性を示す、[４２]記載のトランスジェニック植物材料。
[４５]　前記生物活性ペプチドが除草剤抵抗性に関与する、[４０]記載のトランスジェニ
ック植物材料。
[４６]　前記植物材料が、再生して植物を生成できない植物細胞である、[２６]記載の植
物材料。
[４７]　前記植物材料が、再生して植物を生成できない植物細胞である、[３２]記載の植
物材料。
[４８]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
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た配列番号９を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、昆虫抵抗性植物の圃場
を配置することを特徴とする、使用。
[４９]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
た配列番号９を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、昆虫抵抗性植物の圃場
を配置することを特徴とする、使用。
[５０]　前記トランスジェニック植物種子は、トウモロコシ、大豆及び綿花からなる群か
ら選択される植物由来であることを特徴とする、[４８]又は[４９]に記載の使用。
[５１]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
た配列番号１０を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、昆虫抵抗性植物の圃
場を配置することを特徴とする、使用。
[５２]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
た配列番号１０を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、除草剤抵抗性植物の
圃場を配置することを特徴とする、使用。
[５３]　前記トランスジェニック植物種子が、トウモロコシ、大豆及び綿花からなる群か
ら選択される植物由来であることを特徴とする、[５１]又は[５２]に記載の使用。
[５４]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
た配列番号１４を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、昆虫抵抗性植物の圃
場を配置することを特徴とする、使用。
[５５]　対象とするヌクレオチドコード配列に対してインフレームで操作可能に連結され
た配列番号１４を含むトランスジェニック植物種子の使用であって、除草剤抵抗性植物の
圃場を配置することを特徴とする、使用。
[５６]　前記トランスジェニック植物種子が、トウモロコシ、大豆及び綿花からなる群か
ら選択される植物からのものであることを特徴とする、[５４]又は[５５]に記載の使用。
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